
【これまでの共同プロデュース作品】

３月、北九州にてワールドプレミア

「新作」 世界初演 

北九州芸術劇場×パリ市立劇場×山海塾 共同プロデュース

世界40カ国以上で活躍し、その洗練された肉体と造形の美しさで観客を魅了し続ける日本を代表する舞踏カンパニー・
山海塾。北九州芸術劇場は2005年度より新作の共同プロデュースに参加し、これまで5作品を発表しています。

「誕生」「死」といった普遍的な人間の内的本質に迫り続け、ヨーロッパはもとより、北米・中南米・アジア・オセアニア
などあらゆる文化圏で支持を得る山海塾の4年ぶり待望の新作では、画家故・中西夏之氏の『着陸と着水』シリーズの 
コンセプトを基に、二重の舞台、二つの鏡、二つの弧から成る「三つのダブル」の世界を構築します。

3月23日㈯18:00開演／24日㈰14:00開演
※24日㈰ポストパフォーマンストークあり

北九州芸術劇場 中劇場
演出・振付・デザイン ◆ 天児牛大　　音楽 ◆ 加古隆、YAS-KAZ、吉川洋一郎
舞踏手 ◆ 蟬丸、竹内晶、市原昭仁、松岡大、石井則仁、百木俊介、岩本大紀、高瀬誠

〈料金〉�一般4,500円、ユース2,500円（24歳以下・要身分証提示）�
高校生〔的〕チケット1,500円（枚数限定・劇場窓口にて前売のみ取扱・要学生証提示）※全席指定・未就学児入場不可（託児あり）

〈チケット取扱〉�北九州芸術劇場オンラインチケット、プレイガイド（10:00〜19:00）、093-562-8435（10:00〜17:00／土日祝除く）�
チケットぴあ、ローソンチケット

2006年「時のなかの時－とき」 2008年「降りくるもののなかで－とばり」 2011年「二つの流れ－から・み」 2013年「歴史いぜんの記憶－うむすな」 2015年「海の賑わい 陸
オカ

の静寂－めぐり」

お問い合わせ／北九州芸術劇場　☎093-562-2655（10:00～19:00） チケット好評発売中
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北九州市の芸術文化情報マガジン　

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

すべてⒸSankai Juku

1月10日（木）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



15 2019.  Februaryかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※1月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

2 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

貞国音楽院ピアノ・ヴァイオリン・チェロ発表会 3㈰ 9:50 無　料
※全席自由

貞国音楽院
090（9470）9655【貞国】

実験的音楽空間「REFINE ～音も身体も～」
ダンサーと音楽家が八幡のまちに滞在し創作した舞台作品 8㈮ 19:00

一般 ￥2000
25歳以下 ￥1000

※対象：小学生以上　
※全席自由

響ホール 音楽事業課
093（663）6661

ヤマハPTC小倉 小さな発表会 11㈪㈷ 9:45 無　料
※全席自由

（株）ヤマハミュージックリテイリング小倉店
PTC小倉事務局
093（531）4331

響ホール25th 金子三勇士ピアノ・リサイタル
〜日本とハンガリーのピアノ作品をお届けする一日限りの音楽会〜 16㈯ 15:00

一般 ￥3000
25歳以下 ￥2000

※対象：小学生以上　
※全席指定

響ホール 音楽事業課
093（663）6661

創立20周年記念 響ホール室内合奏団 第33回定期演奏会
ドヴォルザーク: 弦楽のためのセレナーデ　ほか 17㈰ 15:00

指定席 ￥4000
一般自由席 ￥3000

学生（小～大学生） ￥1000
※当日各￥500増　
※一部指定

響ホール室内合奏団事務局
093（647）0565

東京藝術大学音楽学部　早期教育プロジェクト2018 in 北九州
～30分のランチタイム・コンサート　ピアノ　坂本彩～
11：50〜東京藝術大学准教授　上原彩子によるピアノ公開レッスン

24㈰ 11:00
無　料

※対象：小学生以上　
※全席自由

東京藝術大学音楽学部
早期教育リサーチセンター

050（5525）2588

八幡東区平野1-1-1　 093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分 
「国際村交流センター」徒歩3分　 年末年始、隔月1回（不定休）　 240台（有料）北九州市立響ホール 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平成30年度周望学舎修了記念作品展
書道・陶芸作品・写真

6㈬～12㈫
10：00～18：00

無　料
※12㈫は15:00まで

北九州市保健福祉局地域福祉部
長寿社会対策課（周望学舎）

093（591）2626

第6回北九州フォト部写真展　Hearty
写真 13㈬～19㈫ 無　料 北九州フォト部。

090（1363）8026

小倉北書道部会　会員・会友展
書道

20㈬～26㈫
10：00～18：00 無　料 小倉北書道部会

093（522）6879

ダイバーの見た水中世界写真展
写真 2/27㈬～3/5㈫ 無　料 ハーモニーダイビングショップ

093（964）0123

「第14回ふくおか・ゆめ・みらい　CGコンテスト」作品展示会
CG 2/27㈬～3/5㈫ 無　料 一般社団法人　福岡県情報サービス産業協会

092（832）1344

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで

「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始

北九州芸術劇場 
市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

門司市民会館まつり「2019コンサート」コーロ・モン・プレズィール第16回演奏会 障
常任指揮 中山敦　オルガン 稲穂美奈子　ピアノ 大森道子 24㈰ 14:00

￥1000
（前売・当日共）

※障害者・高校生以下無料

門司市民会館
093（321）2907

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　 「門司港駅」徒歩13分　
「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始門司市民会館 門司

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

楽茶碗と京の華 障
茶人たちを魅了し続けてきた楽焼。楽家代々の名品と京の茶陶、書画も展示 開催中～3/24㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
093（332）0251

列品解説
学芸員が展示作品を分かりやすく解説します

10㈰ ①11:00
②14:00

無　料

※入場料が必要24㈰

講演会　「入門　楽茶碗―楽家代々のうつわ」
美術鑑賞をさらに深め、展覧会をお楽しみいただけます 23㈯ 14：00～

15：30
一般 ￥800
（入場料込）

※要事前申込（定員120名）

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　 「門司港駅」徒歩8分　
「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始出光美術館（門司） 門司

■ 北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は大ホール・中劇場・小劇場の施設・設備の修繕工事を実施いたします。
　（予定工事期間:2018年12月3日から2019年2月28日）〈北九州芸術劇場　施設係　TEL093（562）8436〉

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）北九州芸術劇場 

1月15日（火） までにご回答ください。
校了日は1月15日（火）です。



14
ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※1月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

2 月

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分

年末年始、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

『あんさんぶるスターズ！エクストラ・ステージ』
～ Memory of Marionette ～

6㈬ 19:00
プレミアム ￥11000

一般 ￥ 8000
マーベラス ユーザーサポート

0120（577）4057㈭
12:00

17:00

平成30年度 北九州市中学生合唱フェスティバル 9㈯ 14:00 無　料 北九州市教育委員会 指導第一課
093（582）2368

第44回 九州公演 日本フィル in kyusyu 2019 10㈰ 14:00

RS席 ￥7000　SS席 ￥6000
S席 ￥5500 　A席 ￥4500

学生席 ￥3500
※対象:小学生以上　
※全席指定

日本フィル北九州公演実行委員会
090（4997）5500

ドラマチック・タンゴ「偉大なる歴史」 11㈪㈷ 15:00 A席 ￥6500
B席 ￥6000

MIN-ON北九州
093（884）1833

ミュージックフェスティバル 2019 17㈰ 13:00 自由席 ￥900
※当日￥100増

全日本幼児教育連盟

森高千里　「この街」　TOUR 2019 23㈯ 17:30
全席指定 ￥8640

※3歳以下保護者1人につき1人まで膝上観覧無料
　（ただし席が必要な場合はチケットが必要）　
※4歳以上チケット必要

北九州ソレイユホール
093（592）5405

新春 第26回 北九州選抜歌謡祭 24㈰ 10:30 無　料 北九州選抜歌謡祭実行委員会
093（671）7636

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

1
階

多
目
的
室
Ｂ

海峡寄席
北九州を中心に活動する素人落語サークルの楽しい落語や漫談をお楽しみください 24㈰ 14:00～

15:30 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151
2
階
ホ
ー
ル

マンスリージャズ
出演：ニュースクランブル、Blue Louis Quintet 10㈰ 14:00～

16:00 無　料

マンスリーシアター
上映作品：「安城家の舞踏会」　1947年　松竹 
監督：吉村公三郎　出演：瀧澤修、原節子

24㈰ 14:00～
16:00 無　料

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋 門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 2㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

19:30

バレンタイン＆ホワイトデー 門司港レトロ展望室
ドリンクがセットになったお得なチケットを販売します！

2/2㈯～
3/14㈭

10:00～
16:30

カップルチケット ￥800
（入館料2人分+カフェオリジナルドリンク）
※土日祝は18:30まで

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10：00～22：00（カフェは20：30まで※天空ジャズ開催日以外のカフェの営業時間は
「関門海峡＆門司港レトロ」ホームページをご確認ください）、入館は閉館30分前まで　 「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

～５colors ～
「日本画、絵画、染色、石彫、テラコッタ」　素材と表現の異なる５人の研究員によるグループ展 2㈯～11㈪㈷ 無　料

※4㈪は休館

門司港美術工芸研究所
093（322）1235

門司区東港町6-72 港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始門司港美術工芸研究所 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

松永文庫企画展「なつかしの洋画資料展～映画史に残る西部劇の男たち～」
西部劇にスポットをあてた企画展です。懐かしのスターのポスターやパンフレットなどを展示します 1/9㈬～4/7㈰ 無　料 松永文庫

093（331）8013

門司区西海岸1-3-5（旧大連航路上屋1F）　 093（331）8013　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）松永文庫 門司

1月15日（火） までにご回答ください。
校了日は1月15日（火）です。



13 2019.  Februaryかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※1月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

2 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

詩吟朗詠錦城会
詩吟の会 3㈰ 13:00 無　料 詩吟朗詠錦城会認可小倉支部

0979（22）8311【喜田】

第20回ミスタッチコンサート風変りなリサイタル
ピアノコンサート（北九州交響吹奏楽団・北九州市小倉少年少女合唱団・平尾
台太鼓と共演）

17㈰ 17:00 一般 ￥2000 ミスタッチの会
080（6412）6796【中西】

小倉北区大手町11-4　 093（583）3939　 9:30～21:30　
「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　

所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
児
童
劇
場

節分イベント「親子ビクス」
元気に体を動かして心の鬼をやっつけよう！ 3㈰ 14:00　 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152図

書
室

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映　「鬼がら」「ねずみくんのきもち」「笠じぞう」 10㈰ 14:00 無　料

おはなしワールド
絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど 23㈯ 14:00 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00～17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

小粋でおしゃれな女たち　 障

～歌麿・春信などが描く江戸美人～
江戸時代に活躍した喜多川歌麿や鈴木春信などが描いた浮世絵を約70点紹介

2/9㈯～4/7㈰
一般 ￥300

中高生 ￥150
小学生 ￥100 北九州市立小倉城庭園

093（582）2747書
院
棟

小笠原流　加冠の儀 障
一般公募で選ばれた新成人女性が、小笠原流の成人式を体験します 24㈰ 12:00

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）　
「小倉駅」徒歩2分　 火曜日、年末年始、2/18～20（臨時休館日）北九州市漫画ミュージアム 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

卒業・進級制作展
①九州女子短期大学　
②麻生情報ビジネス専門学校　北九州校　CGクリエータ科・CGデザイン科
③総合学園ヒューマンアカデミー　北九州校　マンガカレッジ
④麻生情報ビジネス専門学校　北九州校　ゲームクリエータ科

①2㈯～
3㈰

11:00～
17:00

無　料

※ 3㈰、11㈪㈷、17㈰、24㈰
は16:00まで

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

②9㈯～
11㈪㈷

③15㈮
～17㈰

④22㈮
～24㈰

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

北九州漫画家列伝～萩岩睦美特集～ 障
2019年春開催の画業40周年展に向けての作家紹介展示 11/24㈯～2/17㈰ 無　料

常設展入場料が必要

海峡マンガ合戦～岩本しんじ・もーちゃん２人展～ 障
日本漫画家協会九州ブロックと中国ブロックに所属する作家のミニ個展シ
リーズ

12/15㈯～2/17㈰ 無　料
常設展入場料が必要

「北九州市民文化賞」おめでとう！　陸奥A子原画特別展示 障
当館に寄託収蔵されている原画を展示 １/19㈯～2/17㈰ 無　料

常設展入場料が必要

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画体験 障
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方、簡単なデジタル作画など、初心者でも参
加できます

2㈯
13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日各先着20名、途中参加可
23㈯

漫画スクール（漫画 プロ養成講座２日間コース） 障
プロの漫画家を目指すうえでの専門的な知識やテクニックを指導します

10㈰～
11㈪㈷

13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：高校生以上
※ 要事前申込、定員各先着20

名、2日間参加が条件

オリジナル缶バッジを作ろう！ 障 24㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日先着20名、途中参加可

1月15日（火） までにご回答ください。
校了日は1月15日（火）です。
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※1月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

2 月

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

平尾台ふゆはなび
平尾台の冬空を音楽とレーザー光線で彩る花火ショー 10㈰ 17:00～

19:30
無　料

※予備日：11㈪㈷

平尾台自然の郷
093（452）2715

野焼き一般観覧
平尾台に春を告げる「野焼き」を、平尾台自然の郷の園内から観覧します 24㈰ 10:00～

15:00
無　料

※荒天の場合3/2㈯に順延

野焼き特別見学会
事前申込者限定で、本来立ち入り禁止区域となる茶ケ床園地から見学します 24㈰ 8:00～

12:00

￥600
※ 対象：小学生以上　
※ 要事前申込（往復ハガキ

2/9㈯消印有効）、定員300
人（抽選の場合あり）

※ 代表者・同伴者氏名・年齢・
住所・電話番号を、明記 

（1枚につき5人まで）
※荒天の場合3/2㈯に順延

小倉南区平尾台1-1-1　 093（452）2715　 10:00～16:00(12月～2月）　 「小倉南IC」約20分 　 「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　
「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　 火曜日（祝日の場合は翌日休園）、年末年始平尾台自然の郷 

小倉南区若園5-1-5　 093（931）1286　 9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
（モノレール）「北方駅」徒歩12分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始小倉南生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

創立20周年記念　吟剣詩舞道大会 24㈰ 13:00 無　料 吟詠剣詩舞道連盟青嵐
090（9729）6944【岡本】

展
示

コ
ー
ナ
ー

卒園記念制作　紙版画展 6㈬～
11㈪㈷

9:00～
17:00

無　料
※11㈪㈷は16:00まで

志徳幼稚園・志井幼稚園
093（963）1007

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

　
新
館
7
階　
大
画
廊

日本画・洋画　特選版画展 1/30㈬～2/12㈫ 無　料

小倉井筒屋　大画廊
093（522）2521

清水新也　油絵展 13㈬～19㈫ 無　料

～日本の抒情歌を描く・伝統の手ずりの宝石～　
武生弘子　絵画・ジュエリー展 20㈬～26㈫ 無　料

−心がほっこり、愛とHappyな世界−　市川 武 の世界展 2/27㈬～3/5㈫ 無　料

　
新
館
7
階　
小
画
廊

～光と影の詩情～　長船善祐　油彩画展 1/30㈬～2/5㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093（522）2521

日本画・洋画　特選版画展 6㈬～12㈫ 無　料

～時の音色・森の旅人～　川原﨑 純子　風のおるご～る展 13㈬～19㈫ 無　料

幽玄の美　牛 茂 展 20㈬～26㈫ 無　料

伯耆葉子作品展　〈併催〉茶道具展 2/27㈬～3/5㈫ 無　料

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休小倉井筒屋 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第４回Dancing Club ★ Unity発表会 24㈰ 14:00 ￥500 事務局
090（7474）0273【宮之原】

若松区本町3-13-1　 093（771）8131　 9:00～22:00　 「若松駅」徒歩1分　
「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　 年末年始　 110台（共用）　若松市民会館 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

松本清張記念館開館20周年記念特別企画展 障

「松本清張『砂の器』展」 12/18㈫～3/31㈰

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500

中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

北九州市立松本清張記念館 小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末

1月15日（火） までにご回答ください。
校了日は1月15日（火）です。



11 2019.  Februaryかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※1月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

2 月
若松区ひびきの2-5  学術研究都市　 093（695）3691　 10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
市営バス「学研都市ひびきの」徒歩3分　 年末年始現代美術センター CCA北九州 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
ジョン・ナイト展　
初期の作品「Levels」を参照した新作
※3/16㈯クロージングレセプション　14:00〜17:00（無料）

2/12㈫～3/16㈯
（日曜休館）

無　料
※土曜日は12:00から

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

八幡東区東田2-2-11　 093（663）5411　 平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） 
会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

冬企画展（作画コラボ展）
「長崎街道（シュガーロード）と北九州の路地裏」
長崎街道の宿場の風景画と、路地裏の童画を展示します。シュガーロードの銘
菓も紹介します

2/9㈯～4/7㈰ 無　料 北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分

年末年始、6月下旬頃（約1週間）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 
イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

冬の特別展「世界遺産のまち　北九州と明治日本の産業革命遺産」 障
世界遺産八幡製鐵所の歴史と価値を紹介し、北九州の近代史を明示する 開催中～2/11㈪㈷

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

冬の特別展関連イベント「ひびのとぶらっと」 障
特別展会場、常設展歴史ゾーンで日比野学芸員による解説 10㈰ 14:00

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

※ 小学生以下は保護者の参加
が必要

歴史ぽけっと企画展「変わるわたしたちのくらし」 障
資料や写真を通して人々のくらしや道具の変遷などを紹介する 開催中～3/24㈰

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

歴史講演会「北九州市の戦跡」
講師：北九州市の文化財を守る会会長　前薗 廣幸氏 9㈯ 13:30

資料代 ￥500
※ 小学生以下は保護者の参加

が必要
※当日先着200名

室内講座「小さな化石にふれてみよう！」
顕微鏡でしか見ることのできない小さな化石を観察する 10㈰ 13:30

無　料
※対象：小学生以上
※ 要事前申込（抽選）、小学生

は保護者同伴

たいけん講座「いろいろなかたちのアンモナイトにさわってみよう！」
さまざまな形のアンモナイト化石に触れながら観察し、多様性や不思議を体感する 24㈰ 13:30

無　料
※ 要事前申込（抽選）、小学生

以下は保護者同伴

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立児童文化科学館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

会
議
室

サイエンスショー
おもしろい力学実験 3㈰ 14:00～

14:50 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
屋
上

星の観望の夕べ 障
プラネタリウム観覧後、月とすばるなど冬の星空を望遠鏡で観察します 16㈯ 18:30～

20:00

大人 ￥100
中高生 ￥ 70
小学生 ￥ 50

※ 中学生以下は保護者の参加
が必要

※ 先着100名、2㈯から電話受
付開始

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00～18:00
「八幡駅」徒歩5分　 年末年始北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

Freestyle.Photo.Club第１回写真展
Freestyle.Photo.Club

1㈮～
7㈭

10:00～
18:00

無　料
※ 1㈮は13:00から、7㈭は

16:00まで
090（4519）9182【野田】　　

九州朝鮮中高級学校美術部部展
主催　九州朝鮮中高級学校

15㈮～
17㈰

10:00～
18:00

無　料
※17㈰は16:00まで

九州朝鮮中高級学校
093（691）4431

古布手作り人展
主催　松家ノ子（谷口美智子）

22㈮ 12:00～
17:00

無　料 090（2088）2366【谷口】　　
23㈯ 10:00～

16:00

1月15日（火） までにご回答ください。
校了日は1月15日（火）です。
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※1月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

2 月
八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093（642）5555　 10:00～19:00

「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　 2/6、20北九州市立子どもの館 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
イ
ベ
ン
ト

ひ
ろ
ば

人形ボードヴィル・ドラの笑顔の宅配便
音楽に合わせて人形が踊りだす、子どもから大人まで楽しめるステージです 10㈰ 15:10 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）5555

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

「長崎街道ひなまつり 木屋瀬宿～立場茶屋銀杏屋」
ひな飾りやさげもんの展示、イベントを周辺5施設で行います

2/9㈯～3/31㈰
（期間・時間は施設に

よって異なる）

記念館入館料
大人 ￥200

高校生 ￥100
小中学生 ￥ 50

※他施設は無料

長崎街道木屋瀬宿記念館
093（619）1149

八幡西区木屋瀬3-16-26　 093（619）1149　 9:00～17:30（入館は17:00まで）　 「筑前植木駅」徒歩15分
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 

八幡西区黒崎3-15-3　 093（641）9360　 9:00～22:00　
「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎IC」約6分　 年末年始八幡西生涯学習総合センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
コ
ム
シ
テ
ィ
3
階

マ
ー
メ
イ
ド
広
場

北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB　
音楽のある街づくり　ミニコンサート
毎月第2土曜日に、ジャズやボサノバ、映画音楽などを演奏するミニコンサートを実施

9㈯ 12:00～
13:00 無　料 北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB

093（671）0411 【石橋】

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　  

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州マリンバオーケストラRIM　Concert Vol.5
20台のマリンバが織りなす圧倒的な音の世界を堪能してください！ 11㈪㈷ 14:00

一般 ￥2500
友の会 ￥2000

高校生以下 ￥1500
※対象：4歳以上　 
※当日各¥500増
※託児サービス有（要予約）　
※全席指定

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

第50回第二文化幼稚園　お遊戯発表会 16㈯ 14:00 無　料 第二文化幼稚園
093（611）1436【白石】

Boogie Woogie Vol.14 23㈯ 17:30 ￥3000 Dance School NUTS
093（571）6652

中
ホ
ー
ル

子ども食堂啓発シンポジウム 1㈮ 13:30 無　料
北九州市子ども家庭局

子ども家庭部子育て支援課
093（582）2410【中野・長迫】

打楽器コンサート　The Perty!!! 3㈰ 14:00 無　料
打楽器アンサンブルグループ

「The Perty!!!」
080（1751）5651

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 12㈫ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

PTNAピアノステップ　ハピネスKitaQステーション「黒崎2月」 17㈰ 10:10
（予定） 無　料 ピティナハピネスKitaQステーション

093（981）8520【熊本】
第43回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
～ロシアより愛をこめて～室内楽の楽しみ
山根浩志（ピアノ）・立原まさ子（ヴァイオリン）・関原弘二（チェロ）

25㈪ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ポッパナ織りとヨーロッパデザイナーズウエア 1/29㈫～2/3㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

まり工房　創作着物服展 5㈫～10㈰ 無　料

宝石フェア 14㈭～15㈮ 無　料

佐藤勝彦の世界展 19㈫～24㈰ 無　料

彫金展 2/26㈫～3/3㈰ 無　料

1月15日（火） までにご回答ください。
校了日は1月15日（火）です。
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2
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2019

Vol.70

北九州市の芸術文化情報マガジン

特集
北九州フィルム・コミッション

演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州芸術劇場

音楽｜いろはにぴあの

12月20日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

9 2019.  Februaryかるかる

2 月

■ 北九州市立美術館アネックス休館のお知らせ
　北九州市立美術館アネックスは平成30年3月まで休館しています。

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　 9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）　
「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　 210台　

月曜日（祝日・振替休日の場合翌日休館）、年末年始北九州市立美術館本館 
会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

ジョルジュ ･ルオー 聖なる芸術とモデルニテ 障
20世紀最大の宗教画家ジョルジュ・ルオー。その聖なる芸術の意味と現代性を
再考する

開催中～17㈰

一般 ￥1200
高大生 ￥ 800
小中生 ￥ 600

※20名以上の団体料金
　 一般￥1000　高大生￥600　

小中生￥400 北九州市立美術館
093（882）7777コ

レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

コレクション展Ⅲ　特集　浮世絵ー色彩の変遷 障
墨一色の墨摺絵から多色摺の錦絵へ。鮮やかに変貌する色彩表現をたどる 2/9㈯～3/24㈰

一般 ￥150
高大生 ￥100
小中生 ￥ 50

※20名以上の団体料金
　 一般￥120　高大生￥80　

小中生￥40

ア
ネ
ッ
ク
ス

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第70回　西日書展（一般部）
書 19㈫～24㈰ 無　料

※24㈰は16:00まで 西日本書道院
093（381）2426【神（こう）】第70回　西日書展（少年部）

書 2/26㈫～3/3㈰ 無　料
※3/3㈰は16:00まで

戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

福岡県立小倉工業高等学校吹奏楽部　第13回定期演奏会
カルメン・ファンタジー ほか　クラシックからジャズまで演奏します 3㈰ 13:00 無　料 福岡県立小倉工業高等学校

093（571）1738【橋本】

第7回 パレードピース 17㈰ 13:30 無　料 パレードピース

第54回創作ダンス研究発表会 23㈯ 13:30 無　料 福岡県女子体育連盟北部支部
093（881）1147【酒井】

中
ホ
ー
ル

ウェルとばた映画上映会　 「0.5ミリ」 3㈰ 13:00
一般 ￥ 800
ペア ￥1500

※ペアは前売のみ　
※当日￥200増

ウェルとばた総合案内
093（871）7200

第5回林芙美子文学賞表彰式・記念講演
林芙美子文学賞の表彰式と、選考委員である芥川賞作家 川上未映子さんの講演会 23㈯ 13:30 無　料 北九州市立文学館

093（571）1505

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　
「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始および館内整理日北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

北九州市立年長者研修大学校穴生学舎修了記念作品展
洋画・書・写真

4㈪～
10㈰

10:00～
17:30

無　料
※ 4㈪は12:30から、9㈯・10

㈰は15:00まで

北九州市立年長者研修大学校穴生学舎
093（645）6688【山本】

平成30年度北九州市小中学校合同美術展
児童・生徒作品（絵画・立体・工作）

19㈫～
24㈰

9:30～
17:00 無　料 筒井小学校

093（641）4712【古賀】

展
示
室
１

北九州市教職員文化展
洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真・その他

2㈯～
3㈰

10:00～
18:00

無　料
※3㈰は15:00まで

北九州市教職員文化行事実行委員会
090（4345）9248【田中】

一先会福岡支局展
書

12㈫～
17㈰

9:00～
18:00

無　料
※17㈰は17:00まで

一先会
090（9582）6062【岡部】

絵画クラブ「悠々」第18回作品展
洋画

2/25㈪
～3/3㈰

10:00～
17:30

無　料
※ 2/25㈪は12:00から、3/3

㈰は16:00まで

絵画クラブ「悠々」
093（612）7701【岩本】

展
示
室
２

世界の文字紀行展2019
彫刻・書

1㈮～
3㈰

9:00～
18:00

無　料
※ 1㈮は11:00から、3㈰は

17:00まで

華一文字
080（3968）9215【岡野】

絵画28展示発表会
洋画

11㈪㈷
～17㈰

10:00～
17:00

無　料
※ 11㈪㈷は11:00から、17㈰

は15:00まで

絵画28
080（8382）5255【海老澤】

1月15日（火） までにご回答ください。
校了日は1月15日（火）です。

12月11日（火）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※1月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります
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1月10日（木）正午までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市
内JR駅、市民会館、市
民センター、生涯学習
センター、図書館、北
九州空港、男女共同参
画センター・ムーブ、
井筒屋、モノレール駅、
レインボープラザ、北
九州芸術劇場プレイガ
イド・インフォメーシ
ョン、響ホールなど

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる

ウェブで情報発信中！

http://www.kitakyushu-culcul.jp
スマホ・パソコンから

　
昨
年
は
い
く
つ
か「
プ
ロ
だ
な
あ
」

と
い
う
仕
事
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
チ
ッ
ク
・
コ

リ
ア
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ダ
ル
ベ
ル
ト
、

金
子
鈴
太
郎
、
蒲
ヶ
原
智
子
。

　
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
さ
ん
。
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ノ
界
の
大
巨
匠
。
北
九
州
国
際

音
楽
祭
で
拝
聴
し
ま
し
た
。
観
客
の

楽
し
ま
せ
方
が
秀
逸
で
、
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ノ
を
こ
ん
な
に
愉た

の

し
く
聴
け
た
の

は
初
め
て
で
し
た
。
観
客
を
巻
き
込

み
な
が
ら
会
場
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を
グ

イ
グ
イ
と
上
げ
て
い
き
、
皆
は
時
が

流
れ
る
の
も
忘
れ
、
終
わ
れ
ば
幸
せ

な
気
持
ち
で
会
場
を
後
に
す
る
。
ピ

ア
ノ
１
台
で
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
、
と
目
か
ら
鱗う

ろ
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
し
た
。
ミ
シ
ェ
ル
・
ダ
ル
ベ
ル
ト

さ
ん
。
こ
ち
ら
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア

ノ
界
の
巨
匠
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
浮
世

絵
を
映
す
と
い
う
演
出
は
あ
っ
た
も

の
の
、
私
は
目
に
入
ら
ず
、
演
奏
そ

の
も
の
か
ら
目
も
耳
も
離
せ
な
い
。

何
か
興
味
を
引
く
よ
う
な
、
変
わ
っ

た
奏
法
で
観
客
を
惹ひ

き
付
け
る
と
か

で
は
な
く
、
た
だ
誠
実
に
ピ
ア
ノ
か

ら
美
し
い
音
色
を
紡
ぎ
出
す
。
私
は

最
前
列
で
ひ
た
す
ら
ダ
ル
ベ
ル
ト
さ

ん
を
見
上
げ
、
幸
せ
を
か
み
し
め
た

の
で
す
。

　
最
後
に
『
秋
の
夜
長
の
ホ
ラ
ー
な

音
楽
会
』
の
チ
ェ
ロ
奏
者
と
脚
本
・

演
出
の
お
二
人
。
鈴
太
郎
さ
ん
、
日

本
を
代
表
す
る
チ
ェ
ロ
奏
者
だ
け
あ

っ
て
、
そ
の
腕
は
一
級
品
。
そ
し
て

演
出
家
の
か
ま
ち
ゃ
ん
は
、
一
人
で

脚
本
、
演
出
、
大
道
具
と
何
で
も
こ

な
す
鬼
才
。
世
の
中
す
ご
い
人
だ
ら

け
。

プ
ロ
の
仕
事
に
心
躍
る

■
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

ピ
ア
ノ
五
重
奏

３
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル（
八
幡
東
区
平
野
）。
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
「
ま
す
」
を
堪
能
す
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
演
奏
家
自
身

に
よ
る
解
説
付
き
。
出
演
は
バ
イ
オ

リ
ン
瀧
村
依
里
、
ビ
オ
ラ
矢
島
千
愛
、

チ
ェ
ロ
山
本
直
輝
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

竹
本
規
矩
也
、
ピ
ア
ノ
入
江
一
雄
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
一
般
２
５
０

０
円
、
25
歳
以
下（
入
場
時
要
証
明
）

１
０
０
０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

響
ホ
ー
ル
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

オーケストラメンバーによるピアノ五重奏

瀧村依里
（ヴァイオリン）

入江一雄
（ピアノ）

山本直輝矢島千愛 竹本規矩也
（チェロ）（ヴィオラ） （コントラバス）

速報︕

program
第 1 部

小品を交えた楽器紹介やピアノ五重奏の聴きどころを演奏家自身が解説！

第 2 部 シューベルト
ピアノ五重奏曲 イ長調  D.667「ます」

チケットクラブ Q 会員先行発売 :12/5（水）10:00 ～ 17:00 一般発売：12/6（木）10:00 より
〈チケット発売日〉

〈プレイガイド〉
電話予約 093-663-6661（9:00 ～ 18:00［土日祝除く］）
響ホール（9:00 ～ 18:00）
北九州芸術劇場 5F プレイガイド（10:00 ～ 19:00）
チケットぴあ（P コード：133-928）
ローソンチケット（L コード：81689）

2019.3.9 15:00  響ホール北九州市立
八幡東区平野 1-1-1 国際村交流センター内 TEL.093-662-4010［開場 14:30］

　　　　　   一般 2,500 円 /25 歳以下　　　1,000 円（入場時要証明） ※未就学児入場不可｛全席指定｝

主催 :（公財）北九州市芸術文化振興財団　共催 :北九州市、北九州市教育委員会　後援 :北九州音楽協会
助成 :　　文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）┃独立行政法人日本芸術文化振興会

©Tsuneo Koga 

読売日本交響楽団

［土］

知って、 聴いて、 なっとく！アナリーゼ＆コンサート
シューベルト 「ます」 を余すところなく、 味わえるオリジナルプログラム！

アナリーゼ・ワークショップ

九州交響楽団九州交響楽団九州交響楽団

『オーケストラメンバーによる
ピアノ五重奏』チラシ

■
モ
ノ
レ
ー
ル
公
演

「
ア
イ
・
ノ
チ
ス
・
バ
イ
・
ス
ト
ッ

ピ
ン
グ
・
ブ
レ
シ
ン
グ
」

３
月
９
日
（
土
）
午
後
０
時
36
分
開

演
、同
３
時
36
分
開
演
。同
10
日（
日
）

午
後
３
時
36
分
開
演
。
各
回
開
演
21

分
前
に
北
九
州
モ
ノ
レ
ー
ル
小
倉
駅

改
札
前
（
小
倉
北
区
浅
野
）
集
合
。

人
気
企
画
第
５
弾
は
初
の
昼
公
演
。

走
る
モ
ノ
レ
ー
ル
車
内
で
演
劇
を
楽

し
む
。
見
慣
れ
た
景
色
と
物
語
が
混

ざ
り
合
う
新
作
。
車
両
指
定
・
全
席

自
由
。
観
覧
料
、
１
５
０
０
円
。
当

日
５
０
０
円
増
。
別
途
モ
ノ
レ
ー
ル

運
賃
、
大
人
６
２
０
円
、
子
ど
も
３

２
０
円
必
要（
当
日
改
札
で
支
払
い
）。

北
九
州
芸
術
劇
場

０
９
３
（
５
６
２
）
２
６
５
５

『アイ・ノチス・バイ・
ストッピング・ブレシング』チラシ

■
北
九
州
マ
リ
ン
バ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

RIM
 Concert Vol.5

２
月
11
日
（
月
・
祝
）
。
午
後
１
時

30
分
開
場
、
同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ

び
し
ん
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西

区
岸
の
浦
）
。
北
九
州
で
活
動
す
る

打
楽
器
奏
者
で
編
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
。
指
揮
は
片
岡
寛
晶
。
第
１

部
は
「
～
マ
リ
ン
バ
七
変
化
～
美ミ

楽ラ

苦ク

涙ル

繊セ

華カ

癒イ

」
と
題
し
、
「
オ
ン
ブ

ラ
・
マ
イ
・
フ
」
、
「
オ
ー
ロ
ラ
ボ

レ
ア
リ
ス
」
ほ
か
、
第
２
部
は
「
バ

レ
エ
音
楽
『
ガ
イ
ー
ヌ
』
よ
り
」
を

演
奏
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、
一
般

２
５
０
０
円
。
友
の
会
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
５
０
０
円
。
当
日
各

５
０
０
円
増
。
４
歳
未
満
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『北九州マリンバオーケストラ
RIM Concert Vol.5』チラシ

■
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

早
期
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
８　

ｉ
ｎ
北
九
州

２
月
24
日
（
日
）
午
前
11
時
50
分
開

講
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
（
八
幡

東
区
平
野
）
。
東
京
藝
大
と
地
域
が

協
働
し
て
取
り
組
む
逸
材
発
掘
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
観
覧
者
を
募
集
。
第
一

線
で
活
躍
す
る
講
師
が
公
募
で
選
ば

れ
た
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
。
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

優
勝
ほ
か
多
く
の
受
賞
歴
を
持
ち
、

昨
春
同
大
准
教
授
に
就
任
し
た
上
原

彩
子
を
講
師
に
公
開
レ
ッ
ス
ン
（
ピ

ア
ノ
部
門
）
を
開
催
。
開
講
前
に

「
30
分
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
コ
ン
サ

ー
ト
」
も
開
催
。
同
10
時
40
分
開
場
、

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

『東京藝術大学音楽学部
早期教育プロジェクト2018 in 北九州』チラシ

同
11
時
開
演
。
出
演
は
同
大
学
院
在

籍
の
ピ
ア
ノ
坂
本
彩
。
オ
ー
ル
シ
ュ

ー
マ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
春
の
訪
れ
を

感
じ
さ
せ
る
穏
や
か
な
音
色
を
届
け

る
。
曲
目
は
、
幻
想
小
曲
集
作
品
12

よ
り「
夕
べ
に
」「
飛
翔
」「
な
ぜ
」ほ

か
。
と
も
に
全
席
自
由
。
入
場
無
料
。

定
員
７
２
０
人
、
事
前
申
込
不
要
。

受
講
者
の
受
付
は
終
了
。

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

早
期
教
育
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

０
５
０
（
５
５
２
５
）
２
５
８
８
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こ
の
北
九
州
と
い
う
街
で
は
な
か

な
か
新
し
い
創
作
者
が
現
れ
な
い
な

ぁ
と
２
０
０
３
年
の
北
九
州
芸
術
劇

場
オ
ー
プ
ン
以
前
か
ら
危
惧
し
て
い

た
。
な
の
で
劇
場
が
動
き
出
し
た
ら

ぜ
ひ
「
新
人
育
成
」
の
企
画
を
や
ら

ね
ば
と
思
い
、
劇
場
オ
ー
プ
ン
当
初

か
ら
新
人
育
成
企
画
「
シ
ア
タ
ー
ラ

ボ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
実
施
し
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
内
容
を
マ
イ
ナ
ー
チ

ェ
ン
ジ
し
て
い
て
、
現
時
点
の
シ
ア

タ
ー
ラ
ボ
は
、
①
２
週
間
の
期
間
限

定
劇
団
を
結
成
し
、
②
照
明
、
音
響
、

舞
台
な
ど
技
術
的
な
こ
と
も
学
び
な

が
ら
、
③
戯
曲
講
座
で
書
か
れ
た
戯

曲
を
、
④
書
い
た
本
人
ら
に
よ
る
演

出
で
、
⑤
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
形

で
、
⑥
稽
古
場
で
の
上
演
を
目
指
す
。

と
い
う
実
施
形
態
に
落
ち
着
い
て
い

る
。

　
シ
ア
タ
ー
ラ
ボ
を
経
て
地
元
で
活

躍
し
て
い
る
演
劇
人
は
数
多
い
。
照

明
や
音
響
と
い
っ
た
プ
ロ
の
ス
タ
ッ

フ
に
な
っ
た
者
も
い
れ
ば
、
劇
団
を

立
ち
上
げ
た
者
、
俳
優
と
し
て
劇
団

に
所
属
し
て
い
る
者
な
ど
、
今
や
北

九
州
演
劇
界
に
顔
を
出
せ
ば
必
ず
シ

ア
タ
ー
ラ
ボ
出
身
者
が
一
人
は
い
る

と
い
っ
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
シ

ア
タ
ー
ラ
ボ
出
身
者
同
士
で
「
自
分

は
○
○
の
年
の
出
身
で
…
…
」
「
そ

れ
観
て
い
ま
す
」
み
た
い
な
会
話
が

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
新
人
た
ち
が
取
り
組
む
、
演
劇
実
験
室

世
代
を
超
え
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
ほ
ど
。
地
元
劇
団
の
劇
団
代
表
者

た
ち
が
集
ま
る
席
で
、
そ
の
半
数
が

シ
ア
タ
ー
ラ
ボ
出
身
劇
団
だ
っ
た
り

も
す
る
。
今
や
新
し
い
演
劇
人
を
輩

出
す
る
一
大
勢
力
だ
。

　
当
初
は
新
人
育
成
の
「
新
人
」
を

「
若
者
」
だ
と
想
定
し
て
実
施
し
て

い
た
が
、
意
外
や
熟
年
層
か
ら
の
参

加
も
多
く
、
参
加
者
の
年
齢
層
の
広

さ
は
思
わ
ぬ
収
穫
と
な
っ
た
。
「
高

校
生
の
頃
演
劇
を
や
っ
て
い
た
が
、

40
代
、
50
代
に
な
っ
て
も
う
一
度
や

り
た
く
な
っ
た
」
「
若
い
頃
の
夢
を

も
う
一
度
」
な
ど
な
ど
、
そ
れ
な
り

に
社
会
経
験
を
経
た
世
代
が
若
者
に

混
じ
っ
て
演
劇
を
学
び
、
舞
台
づ
く

り
に
汗
を
流
し
て
い
る
の
だ
。
若
者

ほ
ど
の
無
茶
な
パ
ワ
ー
は
出
な
い
も

の
の
、
社
会
経
験
を
経
た
彼
ら
な
ら

で
は
の
実
行
力
は
あ
る
。
卒
業
後
に

メ
ン
バ
ー
を
再
結
集
さ
せ
公
演
を
打

っ
た
り
、
劇
団
を
立
ち
上
げ
た
り
、

熟
年
メ
ン
バ
ー
な
ら
で
は
の
具
体
的

な
実
行
力
も
ま
た
こ
の
地
の
演
劇
シ

ー
ン
で
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
今
年
も
ま
た
新
た
な
シ

ア
タ
ー
ラ
ボ
劇
団
に
よ
る
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
公
演
が
迫
っ
て
い
る
。
今
回
の

劇
作
家
チ
ー
ム
は
世
代
の
近
い
熟
年

ト
リ
オ
で
、
描
か
れ
た
戯
曲
は
ど
れ

も
人
生
経
験
を
経
た
深
み
の
あ
る
作

品
だ
。
そ
の
中
で
も
家
族
の
距
離
感

を
コ
ミ
カ
ル
に
描
い
た
『
ネ
コ
に
無

礼
講
』
（
作
：
淵
よ
う
子
）
を
上
演

作
と
し
て
決
定
。
こ
の
戯
曲
を
上
演

音響プランニングの様子

シアターラボ2018 リーディング公演「ドップラー効果の求め方」

2018年度戯曲講座の様子

す
る
の
は
20
人
の
「
シ
ア
タ
ー
ラ
ボ

２
０
１
９
」
の
メ
ン
バ
ー
。
完
成
度

と
い
う
意
味
で
は
ま
だ
ま
だ
荒
削
り

な
舞
台
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
う
も

の
の
、
今
こ
の
瞬
間
、
何
か
を
表
現

し
た
い
と
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
短

期
集
中
で
つ
く
り
上
げ
た
旬
の
舞
台

は
、
き
ら
び
や
か
な
舞
台
作
品
を
見

慣
れ
た
人
に
も
新
鮮
に
突
き
刺
さ
っ

て
く
る
も
の
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
終
演
後
に
は
毎
回
、
シ
ア

タ
ー
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
に

作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
か

を
証
言
す
る
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
も
あ

る
。
完
成
品
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
が

取
り
組
ん
で
き
た
足
跡
も
ぜ
ひ
体
感

し
て
、
こ
の
地
に
芽
吹
い
た
新
た
な

創
作
者
の
息
吹
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

Information
シアターラボ2019 リーディング公演 

『ネコに無礼講』作：淵よう子

【演出チーム】�重岡美千代、淵よう子、�
村木恵介

【出演】シアターラボ2019参加者
【日程】�3月9日（土）午後2時・午後6時、�

3月10日（日）午後1時
　　　※�全ての公演終了後にアフタートーク

を行います
【会場】北九州芸術劇場創造工房

【局長】泊篤志
【局長補佐】守田慎之介
【料金】500円
※全席自由
※2月10日（日）一般発売
【お問合せ】北九州芸術劇場
093(562)2655

CulCultopicトピック
北九州芸術劇場
シアターラボ２０１９
北九州芸術劇場ローカルディレクター

泊　篤 志  Atsushi  Tomari

1月10日（木）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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近
頃
、
〝
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〟
と

い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
。〝
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〟

と
は
、
外
国
人
か
ら
〝
ク
ー
ル
〟
と

捉
え
ら
れ
る
日
本
の
魅
力
で
あ
り
、

ア
ニ
メ
、
漫
画
、
ゲ
ー
ム
、
映
画
な

ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

デ
ザ
イ
ン
、
食
、
観
光
、
美
容
な
ど

を
広
く
含
む
も
の
で
す
。

　
今
や
漫
画
は
「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
」
と

し
て
世
界
共
通
語
と
な
り
、
国
も
漫

画
を
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
一
つ
と
し

て
世
界
に
発
信
す
る
政
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
人
気
の
漫
画
が
ア
ニ
メ

や
映
画
化
、
ゲ
ー
ム
化
さ
れ
る
こ
と

も
多
く
、
こ
れ
ら
の
多
様
で
魅
力
的

な
作
品
に
触
れ
る
こ
と
で
将
来
へ
の

憧
れ
が
募
り
、
漫
画
家
は
も
と
よ
り
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
ゲ
ー
ム
ク
リ

エ
ー
タ
ー
な
ど
を
志
す
学
生
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
高
い
レ
ベ
ル
の
企
画
力
や
デ
ザ

イ
ン
力
、
想
像
力
を
養
成
す
る
学
科

や
専
門
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
教
育
機

関
が
増
え
て
お
り
、
各
分
野
で
そ
の

道
の
プ
ロ
を
目
指
す
人
材
育
成
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
市
内
に
も
た
く
さ
ん
の
教

育
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
当
館
で
は

「
学
び
」
の
集
大
成
を
発
表
し
て
い

た
だ
く
場
と
し
て
、
北
九
州
市
漫
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
室
で
の
「
卒
業

・
進
級
制
作
展
」
の
誘
致
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
展
示
環
境
の
整
っ
た
展
示
室
で
の

開
催
は
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
複
合
施
設
「
あ
る
あ
る

C
ity

」
で
の
開
催
と
な
る
こ
と
か

ら
ま
ち
の
賑に

ぎ

わ
い
づ
く
り
に
も
な
り

ま
す
。

　
同
時
に
、
多
く
の
市
民
の
方
に
生

徒
の
力
作
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、

あ
ら
た
め
て
描
く
楽
し
み
や
表
現
す

る
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
北
九
州
市
内
の
２
学
校

４
学
科
に
よ
る
制
作
展
を
開
催
し
、

生
徒
た
ち
が
学
ん
だ
成
果
を
一
堂
に

展
示
し
ま
し
た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
作
品
の
数
々
で
し
た
が
、
全

て
の
作
品
が
想
像
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
を
感
じ
る
秀
作
ば

か
り
で
し
た
。

　

今
年
２
月
２
日
（
土
）
、
３
日

（
日
）
に
は
九
州
女
子
短
期
大
学
の

学
生
が
図
画
工
作
・
芸
術
学
の
授
業

で
制
作
し
た
平
面
作
品
お
よ
び
立
体

作
品
の
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
９
日
（
土
）
か
ら
11
日
（
月

・
祝
）
ま
で
開
催
予
定
の
麻
生
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
北
九
州
校
の
Ｃ

Ｇ
ク
リ
エ
ー
タ
科
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン

科
の
制
作
展
は
、
色
彩
が
豊
か
で
優

れ
た
作
品
が
多
く
、
ポ
ス
タ
ー
の
ビ

ジ
ュ
ア
ル
に
も
採
用
さ
れ
る
ほ
ど
高

い
レ
ベ
ル
の
作
品
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
２
月
22
日
（
金
）
か
ら
24
日

（
日
）
ま
で
開
催
予
定
の
同
校
の
ゲ

ー
ム
ク
リ
エ
ー
タ
科
の
制
作
展
は
、

完
成
し
た
ゲ
ー
ム
を
実
際
に
体
験
で

き
る
展
示
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
学
園
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
北
九
州
校
マ
ン
ガ
カ
レ
ッ

ジ
は
北
九
州
で
唯
一
マ
ン
ガ
を
学
べ

る
専
門
校
で
、
毎
年
レ
ベ
ル
の
高
い

作
品
の
展
示
を
行
っ
て
お
り
、
２
月

15
日
（
金
）
か
ら
17
日
（
日
）
ま
で

展
示
を
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
必
見

卒
業
・
進
級
制
作
展

で
す
。

　
若
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
制
作
展
を

見
に
、
ぜ
ひ
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

Event
〈平成30年度卒業・進級制作展〉
◎２月２日（土）～３日（日）
九州女子短期大学・制作展
◎２月9日（土）～11日（月・祝）
麻生情報ビジネス専門学校北九州校　
ＣＧクリエータ科・ＣＧデザイン科
卒業・進級制作展
◎２月15日（金）～17日（日）
総合学園ヒューマンアカデミー北九州校
マンガカレッジ
卒業・進級制作展

◎２月22日（金）～24日（日）
麻生情報ビジネス専門学校北九州校　
ゲームクリエータ科
卒業・進級制作展
【会場】５Ｆ企画展示室
【入館料】�Eventに記載の展示は入館無料
※�漫画ミュージアム常設展の観覧には別
途入館料が必要です

hiroba
漫画 漫画と北九州

北九州市漫画ミュージアム　 
事務局　企画係長

今磯 雄一郎  Yuichiro Imaiso

Information
【常設展観覧料】※（　）内は団体料金
一般400(320)円　中高生200(160)円　
小学生100(80)円　小学生未満無料
【開館時間】�午前11時～午後7時�

（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
祝日の場合はその翌日休館
2月18日～20日は臨時休館
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077
http://www.ktqmm.jp/

1月10日（木）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information
コレクション展Ⅲ
特集１　浮世絵―色彩の変遷
特集２　 フランスに渡った画家たち―田淵安一を中心に
【会場】北九州市立美術館本館
【会期】2月9日(土)～�3月24日(日)
【開館時間】�午前9時30分～午後5時30分�

（入館は午後5時まで）
【休館日】毎週月曜日
※�月曜日が祝日・振替休日の場合は開館し、翌火曜日
が休館

【観覧料】�一般150(120)円　高大生100(80)円　
小中生50(40)円

※（　�）内は20名以上の団体料金
　�障害者手帳、年長者施設利用証（北九州市交付の
もの）を提示の方は無料

【お問合せ】093(882)7777

　
美
人
画
の
名
手
で
あ
る
渓け

い

斎さ
い

英え
い

泉せ
ん

の
《
仮
宅
の
遊
女
》
は
、
火
災
の
た

め
吉
原
を
離
れ
た
遊
女
た
ち
が
、
遊

郭
再
建
ま
で
仮
営
業
を
許
さ
れ
た
仮か

り

宅た
く

で
過
ご
す
様
子
を
描
く
。
本
作
の

よ
う
に
青
色
の
濃
淡
の
み
で
摺す

り
上

げ
た
浮
世
絵
を
藍あ

い

摺ず
り

と
い
う
。
本
作

で
は
遊
女
た
ち
の
唇
に
の
み
紅
色
が

差
さ
れ
、
名
状
し
が
た
い
色
香
が
た

だ
よ
う
。

　
浮
世
絵
と
い
え
ば
木
版
多
色
摺
り

が
一
般
的
（
多
い
も
の
で
は
10
色
以

上
も
の
版
を
重
ね
る
）
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
色
を
使
っ
て
織
り
出
し
た
錦
に

例
え
て
錦
絵
と
も
称
さ
れ
る
。
そ
の

な
か
で
、
な
ぜ
青
１
色
の
藍
摺
が
生

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
鍵
と
な
る

の
が
「
ベ
ロ
藍
」
で
あ
る
。

　
ベ
ロ
藍
は
、
鉄
を
主
成
分
と
す
る

プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
と
い
う
極
め
て

発
色
の
良
い
化
学
合
成
顔
料
で
、
文

政
（
１
８
１
８
～
30
年
）
後
期
以
降
、

日
本
に
輸
入
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
浮

世
絵
の
青
に
用
い
ら
れ
た
植
物
性
の

絵
の
具
に
は
、
水
に
溶
け
て
色
素
が

落
ち
や
す
い
、
褪た

い

色し
ょ
くし
や
す
い
、
高

価
で
あ
る
、
と
い
っ
た
欠
点
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
ベ
ロ
藍
は
そ
れ
ら
の

問
題
を
す
べ
て
解
決
し
、
１
８
２
１

（
文
政
４
）
年
以
降
、
ベ
ロ
藍
を
多

用
し
た
浮
世
絵
は
飛
躍
的
に
増
え
た
。

葛
飾
北
斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
は

そ
の
代
表
格
で
、
発
色
が
良
く
伸
び

の
良
い
ベ
ロ
藍
の
特
性
を
生
か
し
た

ぼ
か
し
摺
り
な
ど
の
技
法
で
、
奥
行

き
の
あ
る
空
や
水
が
表
現
さ
れ
た

（
以
後
、
北
斎
や
歌
川
広
重
を
中
心

に
青
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
た
名
所

絵
が
流
行
す
る
契
機
と
な
る
）
。

　
浮
世
絵
の
色
彩
が
華
や
か
に
な
る

一
方
、
渓
斎
英
泉
が
創
始
し
た
藍
摺

は
、
あ
え
て
青
１
色
に
す
る
こ
と
で

新
鮮
味
を
打
ち
出
し
た
。
革
命
的
と

も
い
う
べ
き
鮮
や
か
な
ベ
ロ
藍
そ
れ

自
体
の
美
し
さ
と
、
単
彩
の
目
新
し

さ
が
、
藍
摺
の
魅
力
で
あ
る
。
当
時

庶
民
に
普
及
し
て
い
た
染
付
の
磁
器

や
、
墨
１
色
で
幽
遠
な
世
界
を
描
く

渓斎英泉《仮宅の遊女》1835～37年 北九州市立美術館蔵

《仮宅の遊女》（部分） 
輸入顔料「ベロ藍」の濃淡のみで摺り上げた「藍摺」。
遊女の唇には、きき色として紅を用いている

水
墨
画
を
も
想
起
さ
せ
、
多
様
な
浮

世
絵
版
画
の
表
現
の
一
端
を
垣
間
見

せ
て
く
れ
る
。

　
今
回
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
は
、

浮
世
絵
の
色
彩
の
変
遷
を
追
う
と
と

も
に
、
二
つ
目
の
特
集
と
し
て
、
北

九
州
市
ゆ
か
り
の
画
家
・
田
淵
安
一

（
１
９
２
１
～
２
０
０
９
年
）
を
中

心
に
異
国
の
地
で
自
ら
の
芸
術
を
追

求
し
た
日
本
人
画
家
の
作
品
を
紹
介
。

そ
の
ほ
か
、
ド
ガ
《
マ
ネ
と
マ
ネ
夫

人
像
》、
モ
ネ
《
睡
蓮
、
柳
の
反
影
》

な
ど
当
館
が
誇
る
名
品
も
併
せ
て
展

示
す
る
。
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Event

〈学芸員によるギャラリートーク〉

【日時】�2�月16�日(土)、3月16日(土)
各回午後２時から

【場所】�北九州市立美術館本館３Ｆ　
コレクション展示室

※�申し込み不要、ただし本展観覧料が
必要です

藍摺の美
コレクション展

「特集 浮世絵―色彩の変遷」より

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

山 下 理 恵 Rie Yamashita
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1月16日（水）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information

「私たちのまちの児童文学コーナー」（子ども図書館内）
【開館時間】午前９時30分～午後７時（土・日・祝日は午後６時まで）
【休館日】�月曜日(祝日の場合は翌日休館)、毎月の図書館館内整理日、

年末年始
【お問合せ】
展示内容・文学館文庫に関すること：北九州市立文学館　
北九州市小倉北区城内４の１　093(571)1505
コーナー全体に関すること：北九州市市民文化スポーツ局文化企画課　
北九州市小倉北区城内１の１　093(582)2391

ゆかりの作家と児童文学作品を紹介

小倉児童芸術協会発足式　1926（大正15）年

大きな絵本の造作物（写真はみずかみかずよの絵本
『きんのストロー』より詩「けやき」）

　
昨
年
12
月
22
日
、
文
学
館
向
か
い

の
中
央
図
書
館
横
に
「
子
ど
も
図
書

館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
中
に
設
置
し
た
「
私
た
ち

の
ま
ち
の
児
童
文
学
コ
ー
ナ
ー
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
北
九
州
市
で
は
明
治
期
以
降
の
近

代
産
業
の
発
展
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
文
化
活
動
も
盛
ん
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
１
９
２
６
（
大

正
15
）
年
、
黒
田
晴
嵐
、
阿
南
哲
朗

ら
を
中
心
に
発
足
し
た
小
倉
児
童
芸

術
協
会
は
、
北
九
州
の
児
童
文
化
・

児
童
文
学
発
展
の
礎

い
し
ず
えの
一
つ
と
な
り

ま
し
た
。
童
謡
や
舞
踊
、
児
童
劇
、

口
演
童
話
の
他
、
昭
和
期
半
ば
に
は

児
童
文
学
雑
誌
「
小
さ
い
旗
」
が
創

刊
さ
れ
現
在
も
刊
行
が
続
い
て
い
ま

す
。
北
九
州
ゆ
か
り
の
作
家
も
、
た

く
さ
ん
の
児
童
文
学
を
書
い
て
お
り
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
で
は
、
北
九
州
ゆ
か
り
の
作

家
と
児
童
文
学
作
品
を
パ
ネ
ル
と
書

籍
で
紹
介
。
ケ
ー
ス
内
に
は
原
稿
や

書
簡
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
紹

介
し
て
い
る
作
家
は
、
竹
久
夢
二
、

林
芙
美
子
、
火
野
葦
平
、
伊
馬
春
部
、

阿
南
哲
朗
、
世
良
絹
子
、
み
ず
か
み

か
ず
よ
、
栗
原
一
登
、
戸
川
幸
夫
、

神
沢
利
子
、
竹
下
文
子
、
ま
は
ら
三み

桃と

、
加
納
朋
子
、
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン

キ
ー
の
14
人
（
展
示
順
）
。
な
か
で

も
、
林
、
戸
川
、
神
沢
、
竹
下
、
ま

は
ら
、
み
ず
か
み
の
作
品
は
小
・
中

学
校
の
国
語
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
児
童
文
学
者
だ
け
で

な
く
、
小
説
家
と
し
て
活
躍
し
た
作

家
も
児
童
文
学
作
品
を
書
い
て
い
る

こ
と
な
ど
を
、
展
示
を
と
お
し
て
知

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

気
に
な
っ
た
作
家
の
書
籍
は
、
そ
の

場
で
手
に
取
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き

（
一
部
閲
覧
不
可
あ
り
）
、
コ
ー
ナ

ー
の
書
棚
に
は
、
貸
し
出
し
可
能
な

書
籍
も
揃そ

ろ

え
て
い
ま
す
。
ま
た
壁
面

に
は
、
北
九
州
市
在
住
の
画
家
・
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
黒
田
征
太
郎
さ

ん
の
イ
ラ
ス
ト
も
描
か
れ
、
楽
し
い

雰
囲
気
の
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
絵
本
の
ペ
ー
ジ
を
拡
大
し

た
大
き
な
絵
本
の
造
作
物
を
設
置
。

写
真
撮
影
が
可
能
で
す
。
定
期
的
に

内
容
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
楽
し

み
に
！

　
さ
て
文
学
館
で
は
、
「
子
ど
も
図

書
館
」
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
文
学

館
文
庫
⑭
『
北
九
州
ゆ
か
り
の
作
家

に
よ
る
児
童
文
学
作
品
集
』
を
刊
行

し
ま
し
た
。
収
録
作
品
は
次
の
と
お

り
。

・
竹
久
夢
二
「
都
の
眼
」
「
ク
リ
ス

マ
ス
の
贈
物
」
「
大
き
な
蝙こ

う

蝠も
り

傘が
さ

」

「
先
生
の
顔
」
「
博
多
人
形
」

・
林
芙
美
子
「
蛙
」
「
鶴
の
笛
」

「
狐
物
語
」

「
私
た
ち
の
ま
ち
の
児
童
文
学
コ
ー
ナ
ー
」

（
子
ど
も
図
書
館
内
）
の
紹
介

・
火
野
葦
平
「
石
と
釘く

ぎ

」

・
戸
川
幸
夫
「
爪
王
」

・
栗
原
一
登
「
星
と
鬼
た
ち
」

・
阿
南
哲
朗
「
よ
る
の
動
物
園
」

「
ふ
る
さ
と
の
木
の
か
お
り
」
「
ゾ

ウ
と
ラ
ッ
パ
」

・
世
良
絹
子
「
あ
っ
ち
ゆ
き
だ
よ
ヒ

ャ
ー
タ
」

・
み
ず
か
み
か
ず
よ
「
生
命
を
生
き

る
―
詩
を
書
き
始
め
た
こ
ろ
」

 

（
以
上
16
作
品
）

　
同
文
庫
は
、
「
私
た
ち
の
ま
ち
の

児
童
文
学
コ
ー
ナ
ー
」
に
も
置
い
て

い
ま
す
。
販
売
は
、
文
学
館
や
市
内

の
書
店
ク
エ
ス
ト
小
倉
本
店
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
ゆ
か
り
の
作
家

の
児
童
文
学
作
品
を
手
に
取
っ
て
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

hiroba
文芸

ようこそ文学館へ
北九州市立文学館　学芸員

小　野　　恵 Megumi Ono
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1月4日（金）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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本
誌
２
０
１
８
年
11
月
号
で
紹
介

し
た
、
北
九
州
市
内
の
中
学
校
演
劇

部
合
同
公
演
が
、
11
月
24
日
、
無
事

に
終
了
し
た
。
私
が
大
ま
か
に
書
い

た
脚
本
に
、
生
徒
が
北
九
州
劇
団
代

表
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
劇

遊
び
を
通
し
て
紡
い
だ
言
葉
を
入
れ

込
ん
で
再
構
成
し
た
物
語
の
タ
イ
ト

ル
は
『
さ
よ
な
ら
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
』
。

　
製
鉄
関
係
の
下
請
け
を
し
て
い
た

小
さ
な
工
場
が
倒
産
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
し
て
、
工
場
の
経
営
者
の

娘
が
つ
い
た
さ
さ
や
か
な
嘘う

そ

が
暴
か

れ
る
。
そ
の
こ
と
で
喧け

ん

嘩か

別
れ
し
て

し
ま
っ
た
中
学
生
た
ち
が
、
季
節
外

れ
の
台
風
が
訪
れ
る
中
、
ス
ペ
ー
ス

ワ
ー
ル
ド
で
「
本
当
の
お
別
れ
」
を

体
験
す
る
、
と
い
う
作
品
だ
。

　
こ
の
作
品
の
創
り
こ
み
が
佳
境
に

入
っ
た
11
月
19
日
午
後
、
ス
ペ
ー
ス

ワ
ー
ル
ド
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
、
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
模
型
の
解
体
作

業
が
始
ま
る
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
き
た
。
奇く

し
く
も
、

『
さ
よ
な
ら
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
』

が
上
演
さ
れ
た
11
月
24
日
、
私
は
、

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
跡
地
の
す
ぐ
隣

に
あ
る
「
枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ
ア

ン
シ
ア
タ
ー
」
に
「T

ト

レ

モ

ロ

rem
olo 

A

ア
ン
ゲ
ロ
ス

ngelos

」
の
『
ホ
シ
ハ 

チ
カ
ニ 

オ
ド
ル
』
（
芝
居
・
身
体
表
現
：
大

槻
オ
サ
ム
／
作
曲
・
演
奏
：
谷
本

仰
）
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
劇
場
入
り

し
て
い
た
。

　
か
つ
て
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
の
走
る
音
と
、
時
折
聞
こ
え
る
楽

し
そ
う
な
悲
鳴
を
聞
き
な
が
ら
小
屋

入
り
す
る
の
が
常
だ
っ
た
の
が
、
今

回
は
、
重
機
の
音
が
重
々
し
く
響
く

の
み
。
少
し
遠
回
り
し
て
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
が
見
え
る
場
所
ま
で
車
を

走
ら
せ
る
と
、
シ
ャ
ト
ル
の
部
分
は

跡
形
も
な
く
消
え
て
い
た
。
正
直
な

と
こ
ろ
、
特
に
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
と

か
で
は
な
く
、
単
な
る
感
傷
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
失
わ
れ
た
命
の
声

を
聴
き
取
る
祝
祭
の
よ
う
な
『
ホ
シ

ハ 

チ
カ
ニ 

オ
ド
ル
』
の
内
容
と
重

な
っ
て
、
改
め
て
、
こ
の
街
か
ら
一

つ
の
〝
場
所
〟
が
な
く
な
る
の
だ
、

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
さ
て
、
い
つ
も
と
は
少
し
違
う
心

も
ち
で
数
日
間
を
過
ご
し
た
ア
イ
ア

ン
シ
ア
タ
ー
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
、

少
し
ず
つ
進
化
し
、
よ
り
使
い
や
す

い
劇
場
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る

印
象
を
受
け
た
。
12
月
に
「
飛
ぶ
劇

場
」
がvol.40

『
わ
た
し
の
黒
い
電

話
』
（
作
・
演
出
：
泊
篤
志
／
18
年

12
月
14
日
～
16
日
）
を
上
演
。
ま
た
、

次
の
月
に
は
、
「
劇
団
Ｃ
４
」
が
劇

団
20
周
年
記
念
公
演
第
１
弾
と
し
て

第
25
回
公
演
『
明
日
子
の
恋
＃
１
恋

は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ン
チ
』
（
作
・
演

出
：
大
福
悟
／
１
月
12
日
～
14
日
）

を
上
演
し
た
。
地
元
劇
団
の
拠
点
と

し
て
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
て
い

る
感
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
19
年
度
で
10
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
新
し
い
企
画
が

立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
「
提
携
カ
ン

パ
ニ
ー
制
度
」
の
導
入
だ
。
19
年
４

月
１
日
～
20
年
３
月
31
日
の
間
に
ア

イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
で
の
作
品
上
演
を

希
望
す
る
劇
団
は
、
希
望
時
期
と
作

品
概
要
を
申
請
す
る
。
選
出
さ
れ
れ

ば
、
利
用
料
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
や
、

広
報
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ

る
、
と
い
う
制
度
だ
。
劇
場
と
し
て

も
、
早
い
時
期
に
ど
の
団
体
が
い
つ
、

ど
ん
な
作
品
を
上
演
す
る
の
か
が
分

か
っ
て
い
れ
ば
、
新
し
い
観
客
に
対

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
し
や
す
い
と
い

う
訳
で
あ
る
。
応
募
受
付
期
間
は
１

月
31
日
で
終
了
、
10
団
体
程
度
が
選

ば
れ
る
と
い
う
。

　
劇
場
の
中
で
は
、
常
に
〝
創
っ
て

は
壊
す
〟
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

時
に
は
、
朝
創
っ
た
も
の
が
夕
方
に

は
も
う
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
さ
え

あ
る
。
『
さ
よ
な
ら
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
』
も
、
一
度
は
本
番
を
終
え
た

も
の
の
、
さ
ら
に
中
学
生
た
ち
と
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
内
容
を
膨
ら
ま

せ
て
、
今
年
の
８
月
に
再
演
す
る
予

定
だ
。
そ
の
頃
に
は
全
く
の
更
地
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
が
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
世
界
の
中
で
ど
う
甦

よ
み
が
える
か
。

詳
細
が
決
ま
っ
た
ら
こ
こ
で
再
び
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

スペースワールド、
そして、

アイアンシアター

劇団C4『明日子の恋#1 恋はカウンターパンチ』チラシ

北九州市中学校合同公演
『さよならスペースシャトル』公演写真

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka

3

1月16日（水）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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○
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
経
済
効

果
に
貢
献

　
北
九
州
市
で
は
、
１
９
８
９
年
か

ら
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
誘
致

と
支
援
に
取
り
組
み
、
２
０
０
０
年

に
は
、
北
九
州
商
工
会
議
所
、
北
九

州
活
性
化
協
議
会
、
北
九
州
青
年
会

議
所
、
北
九
州
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
と
共
に
北
九
州
フ
ィ
ル
ム
・

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
、
北
九
州

市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
目
指
し
日
々

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
ま
で

に
支
援
し
た
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、

Ｃ
Ｍ
な
ど
の
作
品
数
は
３
７
４
本
に

の
ぼ
り
、
今
年
度
５
月
に
撮
影
さ
れ

た
『
劇
場
版　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ビ
ル

ド Be The O
ne

』
が
記
念
す
べ
き

映
画
支
援
作
品
１
０
０
本
目
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
小
文
字
通
り
を
東
京

銀
座
の
大
通
り
に
見
立
て
、
３
０
０

０
人
の
エ
キ
ス
ト
ラ
と
共
に
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
凱が

い

旋せ
ん

パ
レ
ー
ド
を
再

現
し
た
『
相
棒
―
劇
場
版
Ⅳ
―
』
、

門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
や
平
尾
台
な
ど
、

市
内
各
所
の
道
路
を
封
鎖
し
、
ラ
リ

ー
の
コ
ー
ス
と
し
て
車
の
走
行
シ
ー

ン
を
撮
影
し
た
『O

V
ER D

RIV
E

』

な
ど
国
内
で
は
撮
影
困
難
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
撮
影
を
実
現
さ
せ
、
映
画

業
界
内
に
お
い
て
非
常
に
高
い
評
価

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
多
く
の
作
品
が
本
市
で
撮
影
さ
れ

る
こ
と
で
、
非
常
に
発
信
力
の
高
い

俳
優
や
監
督
な
ど
映
画
業
界
の
方
々

が
お
越
し
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、

作
品
公
開
に
あ
た
っ
て
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
際
な
ど
に
は
、
出
演
者
の

皆
さ
ま
の
口
か
ら
「
北
九
州
市
」
の

名
前
を
発
し
て
い
た
だ
く
機
会
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
通
じ
て
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ

る
本
市
の
認
知
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

だ
け
で
な
く
、
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
を
片

手
に
ロ
ケ
地
を
巡
る
観
光
客
が
本
市

を
訪
れ
る
な
ど
、
賑に

ぎ

わ
い
づ
く
り
に

も
繋つ

な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
最
高
の
支
援
本
数
と
な
っ
た

17
（
平
成
29
）
年
度
に
は
、
映
画
の

撮
影
の
た
め
に
来
北
し
た
撮
影
隊
や

エ
キ
ス
ト
ラ
な
ど
の
市
内
滞
在
に
か

か
る
ホ
テ
ル
代
や
飲
食
費
な
ど
、
北

九
州
市
内
で
の
消
費
活
動
の
経
済
波

及
効
果
も
７
億
円
を
超
え
、
過
去
最

高
を
記
録
し
ま
し
た
。

○
海
外
の
映
画
・
ド
ラ
マ
の
支
援

　
北
九
州
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
国
内
作
品
に
加
え
、
海
外

映
画
や
ド
ラ
マ
の
誘
致
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
初
の
ハ
リ
ウ

ッ
ド
作
品
と
な
っ
た
『T

H
E 

O
U

T
S

ID
E

R

』
や
、
タ
イ
で 

大
ヒ
ッ
ト
し
、
本
国
だ
け
で
な
く 

世
界
10
カ
国
以
上
で
上
映
さ
れ
た

『BRO
TH

ER O
F TH

E YEAR

』

な
ど
、
今
ま
で
47
本
の
海
外
作
品
を

誘
致
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
撮
影
誘
致
だ
け
で
な
く
支

援
作
品
を
活
用
し
、
現
地
の
展
示
会

な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
や
旅
行
会
社
へ
北
九

州
へ
の
ツ
ア
ー
企
画
を
働
き
か
け
る

な
ど
、
ロ
ケ
誘
致
を
観
光
へ
と
繋
げ

る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
４
月
に
本

市
で
撮
影
し
た
タ
イ
の
人
気
ア
ー
テ

ィ
ス
トK

カ

チ

ャ

acha

の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ
『Pluto

』
が
公
開
後
に
再
生

回
数
１
６
０
万
回
を
超
え
、
タ
イ
で

大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
彼
の

フ
ァ
ン
の
間
か
ら
「
ロ
ケ
地
は
ど
こ

？
」
、
「
ロ
ケ
地
に
行
っ
て
み
た
い

‼
」
と
い
う
声
が
レ
コ
ー
ド
会
社
に

多
く
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
応
え
る
か
た
ち
で
、Kacha

本
人

と
フ
ァ
ン
が
一
緒
に
北
九
州
市
を
訪

れ
る
『
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

in
北

九
州
』
が
実
現
す
る
な
ど
、
目
に
見

え
る
か
た
ち
で
の
成
果
も
上
が
っ
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
国
内
の
大
規
模
撮
影
や
海

外
作
品
の
誘
致
と
支
援
作
品
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
通
し
て
「
映
画
の

街
・
北
九
州
」
の
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

に
取
り
組
み
、
本
市
の
魅
力
を
国
内

外
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

北九州市役所前での『劇場版 仮面ライダービ
ルド　Be The One』エキストラと仮面ライ
ダービルドとの記念フォトセッション
劇場版「ビルド・ルパパト」製作委員会Ⓒ石森
プロ・テレビ朝日・ADK・東映

支援作品を海外の展示会でPR

アーティスト Kachaと行く『ファンミーティング 
in北九州』に参加したタイのファンたち

北九州でロケを行った『HiGH&LOW THE 
MOVIE 2 ／ END OF SKY』のプレミアイベ
ント
Ⓒ2017「HiGH&LOW」製作委員会

Information
北九州市市民文化スポーツ局文化企画課内
北九州フィルム・コミッション事務局
【お問合せ】093（582）2389
北九州フィルム・コミッションホームページ
https://www.kitakyu-fc.com

北九州を感動の舞台へ 
スクリーンを通して街の良さを全国へ発信

事務局長　辰 本 道 彦  Michihiko Tatsumoto

北九州フィルム・コミッション

2

1月4日（金）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州芸術劇場

音楽｜いろはにぴあの

12月20日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。


